
 ２０１９年度 第９８回 全国高校サッカー選手権大会千葉県大会一次トーナメント 要項  

１ 主  催   (公社)千葉県サッカー協会  千葉県高等学校体育連盟  千葉テレビ放送 

２ 後  援   千葉県教育委員会 (公財)千葉県スポーツ協会 讀賣新聞社 柏市教育委員会  

３ 主  管   千葉県高等学校体育連盟サッカー専門部 

４ 主  旨   県下高校教育の健全な発達と高校スポーツの振興を図り、併せて令和元年度第９８回全国高校 

サッカー選手権大会に出場する本県代表校を選出する。 

５ 実施要項 

（１）期  日  ＜ １次トーナメント ＞   

令和元年７月２１日（日）・２４日（水）・２５日（木）・２８日（日）・２９日（月） 

・８月 １日（木） 

《 荒天時予備日 ７月２２日（月）・２６日（金）・２７日（土）・３０日（火） 

７月３１日（水）・８月２日（金） 》 

                 

  （２）会  場    柏の葉公園総合競技場他（別紙組み合わせ参照） 

（３）競技内容及び方法 

◆ １次トーナメント ◆ 

① 2018/2019年度（公財）日本サッカー協会制定のサッカー競技規則による。 

② 2017年 3月 10日付（公財）日本サッカー協会熱中症対策ガイドラインに従って、試合は運営する。 

  飲水タイム、クーリングブレイクの採用、または試合開始時刻を遅延する場合もある。 

③ 登録人数は２０名とする。背番号は１番～２５番までの番号を使用する。 

選手登録票に記入のうえ、試合当日大会本部に提出（２部）すること。 

また、選手証を必ず携行すること。（写真添付無きものは無効とする） 

④ 選手の交代は補欠９名から随時５名まで認める。試合が延長戦に入った場合は、チームが認められたすべ

ての交代要員を使い切っている、いないにかかわらず、さらにもう１人の交代要員を追加できる。 

⑤ 試合はトーナメント方式とし、決勝トーナメントへ進出する２０校を決定する。 

⑥ 競技時間は７０分とする（ハーフタイムは１０分）。決着がつかない場合は延長２０分１回を行い、なお決

着がつかない場合はＰＫ方式とする。延長開始は後半終了３分後、ＰＫ開始は延長終了１分後とする。 

⑦ 今大会において、退場を命じられた選手は、今大会の次の公式試合１試合に出場できず、 

  それ以降の処置については、規律フェアプレー委員会で決定する。 

⑧２度の累積警告を受けた選手は、次の１試合の出場資格を失う。但し決勝トーナメントへは適用されない。 

⑨１次トーナメントの累積警告は決勝トーナメントへ持ち越さない。 

（４）参加資格 

① 千葉県高等学校体育連盟加盟校の生徒で、在学する学校長の承認を必要とする。 

② 年齢は平成１２年４月２日以降に生まれた者とする。 

但し、同一競技３回までとし、同一学年での出場は１回に限る。（「出場」とは登録やエントリーではなく、  

試合の出場回数をさし、専門部が責任を持って調整・確認する。） 

③ 平成３１年度協会加盟登録手続き完了チーム（選手）であること。 

④ チームの編成において、全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認めない。 

  但し、同一校に全日制課程と三部制定時制課程が併置され、日常的に全・定合同による部活動として 

  位置づけられ活動している場合は、特例として県内大会に限り混成を認めることがある。 

⑤ 転校（転籍）後６カ月未満の者は参加を認めない。（外国人留学生もこれに準ずる） 

  但し、一家転居等やむを得ない場合は、千葉県高等学校体育連盟会長の許可があればこの限りではない。 

⑥ 統廃合の対象となる学校については、統廃合完了前の２年前に限る合同チームによる参加を認める。 

⑦ 部員不足等に伴う複数校合同チームの参加を認める。（専門部からの申請を受け、種目特性を考慮した 

「参加上の制約」を定め、参加を認める。） 

⑧ 試合毎に提出される選手登録票に記載された生徒であること。 

⑨ 試合に際しては選手証を必ず携行すること。（写真貼付の無いもの、記入漏れがあるものは無効とする。） 

⑩ 外国人留学生については、学校教育法第１条に規定する高等学校に卒業を目的として入学している生徒で 

あり、年齢は、４月１日現在、１９歳未満の者とする。（短期留学生は除く）人数制限は、登録４名のうち 

出場は２名とする。 

（８）その他 

① 本大会優勝校は、全国高校サッカー選手権大会に出場できる。 

② 本大会・１次トーナメント１回戦より、テクニカルエリアを設置する。 

③ 本大会決勝トーナメント２回戦より、試合開始７０分前にマッチコーディネーションミーティングを行う。 

  選手登録票、ユニフォームチェックも同時に行う。 


